
七

専
攻
学
科
目　

生
物
有
機
化
学
・
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

生　

年　

月　

昭
和
三
八
年　

二
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
一
年　

三
月 

岡
山
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科
卒
業

平
成　

六
年　

二
月 
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
大
学
院
化
学
科
博
士
課
程
修
了

同　
　

六
年　

二
月 

Ph.D
.

（
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）

同　
　

六
年　

九
月 

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
博
士
研
究
員

同　
　

九
年　

九
月 

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
大
学
化
学
科
助
教
授

同　

一
四
年　

九
月 

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
大
学
化
学
科
准
教
授

同　

一
五
月　

四
月 

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

同　

一
七
年　

二
月 

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
二
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

菅す
が　
　
　

裕ひ
ろ　

明あ
き



一
一

Ph.D.
菅　

裕
明
氏
の
「
特
殊
ペ
プ
チ
ド
創
薬
の 

開
拓
へ
の
貢
献
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

菅　

裕
明
氏
は
、
独
自
性
が
極
め
て
高
い
「
フ
レ
キ
シ
ザ
イ
ム
」、「
無
細
胞

系
翻
訳
合
成
」、「R

aPID

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
技
術
を
開
発
し
、
疾
患
原
因

と
な
る
標
的
タ
ン
パ
ク
質
に
強
く
結
合
す
る
薬
剤
の
高
確
率
か
つ
超
迅
速
な
探

索
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
特
殊
ペ
プ
チ
ド
創
薬
」
の
新
分
野
を
開
拓

し
た
。
従
来
、
薬
剤
開
発
の
主
軸
は
分
子
量
五
〇
〇
程
度
の
低
分
子
化
合
物
で

あ
っ
た
が
、
今
世
紀
に
入
り
抗
体
を
中
心
と
す
る
高
分
子
医
薬
品
の
開
発
が
大

き
な
成
功
を
お
さ
め
て
、
近
年
は
新
モ
ダ
リ
テ
ィ
分
子
の
開
拓
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
菅
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
潮
流
に
先
駆
け
て
、
こ
れ
ら
と
は
一
線
を
画
す

る
、
抗
体
に
匹
敵
す
る
生
理
活
性
を
示
す
中
分
子
、
二
〇
種
の
天
然
ア
ミ
ノ
酸

以
外
の
分
子
を
含
む
「
特
殊
ペ
プ
チ
ド
」
の
概
念
を
提
唱
し
、
そ
の
有
効
性
を

基
礎
科
学
と
応
用
の
両
面
に
お
い
て
実
証
し
て
き
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の

は
同
氏
の
深
い
科
学
的
洞
察
力
と
優
れ
た
技
術
開
発
能
力
で
あ
る
。

菅
氏
の
研
究
業
績
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、「
フ
レ
キ

シ
ザ
イ
ム
（Flexizym

e

）」
の
発
明
で
あ
り
、
こ
の
人
工R

N
A

酵
素
を
用
い

る
こ
と
に
よ
り
、
外
来
ア
ミ
ノ
酸
を
自
在
にtR

N
A

に
エ
ス
テ
ル
化
で
き
る
。

自
然
界
の
リ
ボ
ザ
イ
ム
の
機
能
はR

N
A

の
切
断
、
連
結
な
ど
リ
ン
酸
関
連
の

反
応
の
触
媒
作
用
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
菅
氏
は
二
種
類
の
有
効
な
人

工
リ
ボ
ザ
イ
ム
を
発
明
し
、
か
つ
ア
ミ
ノ
酸
エ
ス
テ
ル
の
活
性
化
に
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
、
多
種
多
様
な
ア
ミ
ノ
酸
を
あ
ら
ゆ
るtR

N
A

に
導
入
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。
そ
の
高
い
汎
用
性
は
他
に
類
を
見
な
い
。

菅
氏
は
多
岐
に
わ
た
る
独
創
的
技
術
の
開
発
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
生
物
が

普
遍
的
に
も
つ
遺
伝
暗
号
を
人
工
的
に
改
変
し
、
こ
れ
を
リ
ボ
ソ
ー
ム
翻
訳
合

成
に
応
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
鋳
型m

R
N

A

か
ら
様
々
な
非
タ
ン
パ
ク
質
性

ア
ミ
ノ
酸
を
組
み
込
ん
だ
「
環
状
特
殊
ペ
プ
チ
ド
」
を
調
製
す
る
こ
と
に
、
世

界
に
先
駆
け
て
成
功
し
た
が
、
こ
こ
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
「
遺
伝
暗
号
リ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
技
術
の
開
発
で
あ
る
。

大
腸
菌
や
ヒ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
生
命
体
は
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
担
う
リ

ボ
ソ
ー
ム
翻
訳
系
を
も
つ
が
、
リ
ボ
ソ
ー
ム
に
ア
ミ
ノ
酸
を
提
供
す
る
た
め

に
、
そ
の
ア
ミ
ノ
酸
は
い
っ
た
んtR

N
A

の
 3´
末
端
の
水
酸
基
を
選
択
的
に
エ

ス
テ
ル
化
し
て
「
ア
ミ
ノ
ア
シ
ル
化tR

N
A

」
に
導
か
れ
る
。
こ
こ
で
天
然
の

合
成
酵
素
機
能
は
特
定
の
ア
ミ
ノ
酸
と
特
定
のtR

N
A

に
限
定
さ
れ
、
す
べ
て

の
生
命
体
が
普
遍
に
も
つ
「
遺
伝
暗
号
」
に
よ
り
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
Ｕ
、
Ｃ
、
Ａ
、
Ｇ
の
四
種
類
のR

N
A

塩
基
の
う
ち
三
種
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
な
る
コ
ド
ン
配
列
が
ひ
と
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
を
規
定
す
る
。
生
命
体



一
一

の
リ
ボ
ソ
ー
ム
翻
訳
系
に
お
い
て
は
、
二
〇
種
類
の
タ
ン
パ
ク
質
ア
ミ
ノ
酸
に

全
て
の
コ
ド
ン
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
体
内
タ
ン
パ
ク
質
は
こ
れ
ら

の
限
定
さ
れ
た
ア
ミ
ノ
酸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
同

氏
は
前
記
の
フ
レ
キ
シ
ザ
イ
ム
に
お
い
て
、
独
自
の
発
想
に
基
づ
き
こ
の
普
遍

的
な
遺
伝
暗
号
の
自
在
な
書
き
変
え
、
す
な
わ
ち
「
遺
伝
暗
号
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
を
実
現
し
た
。
従
来
は
不
可
能
と
さ
れ
た
Ｎ－

メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
酸
、
Ｄ

－

ア
ミ
ノ
酸
、
β－

ア
ミ
ノ
酸
等
の
非
タ
ン
パ
ク
質
性
特
殊
ア
ミ
ノ
酸
を
既
存

コ
ド
ン
に
割
り
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
人
工tR

N
A

が
開
発
さ
れ
、
任

意
の
ア
ミ
ノ
酸
を
用
い
る
無
細
胞
翻
訳
合
成
法
、FIT

シ
ス
テ
ム
（Flexible 

In-vitro Translation system

）
が
完
成
し
た
。

天
然
の
ペ
プ
チ
ド
に
も
、
強
力
な
免
疫
抑
制
剤
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
の
よ
う

に
、
ま
れ
に
前
記
の
非
タ
ン
パ
ク
質
性
特
殊
ア
ミ
ノ
酸
を
含
み
、
か
つ
マ
ク
ロ

環
状
骨
格
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
一
般
に
高
い
生
体
内
安
定
性
と
生
理
活
性
を

有
し
、
薬
剤
機
能
が
期
待
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
特
殊
ペ
プ
チ
ド
の
発
見
は
偶

然
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
系
統
的
、
網
羅
的
に
探
索
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
記
の
遺
伝
暗
号
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
と
リ
ボ
ソ
ー

ム
翻
訳
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
な
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
も
つ
マ
ク

ロ
環
状
構
造
を
も
つ
特
殊
ペ
プ
チ
ド
の
合
成
が
実
現
し
た
。
菅
氏
は
、
前
記
の

新
規
統
合
技
術
を
用
い
て
、
実
に
一
兆
種
類
に
お
よ
ぶ
多
様
性
を
も
つ
特
殊
ペ

プ
チ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
構
築
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

m
R

N
A

 display

系
と
組
み
合
わ
せ
てR

aPID

（R
andom

 non-standard 

Peptides Integrated D
iscovery

）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
発
し
た
。
今
や
、

こ
の
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
疾
患
原
因
標
的
タ
ン
パ
ク
質
に

強
く
結
合
す
る
特
殊
ペ
プ
チ
ド
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
空
前
の

有
効
性
は
世
界
を
驚
か
せ
た
。
爾
来
、
同
氏
は
多
く
の
関
連
分
野
の
専
門
家
と

共
同
研
究
を
積
極
的
に
展
開
し
、
様
々
な
疾
患
タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
特
殊
ペ

プ
チ
ド
阻
害
剤
や
活
性
化
剤
を
発
見
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
菅
氏
の
創
造
性
豊
か
な
研
究
成
果
は
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、

す
で
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
科
学
技
術
分
野
）（
二
〇
一
五
）、
日
本
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
大
賞
特
別
賞
（
二
〇
一
六
）、
フ
ン
ボ
ル
ト
研
究
賞
（
二
〇
二
〇
）、
プ
レ

ロ
ー
グ
・
メ
ダ
ル
（
二
〇
二
二
）
を
受
け
、
二
〇
二
三
年
に
は
栄
え
あ
る
ウ
ル

フ
賞
（
化
学
部
門
）
が
授
与
さ
れ
た
。
な
お
、
同
氏
が
こ
の
研
究
成
果
を
も
と

に
二
〇
〇
六
年
に
創
業
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
「
ペ
プ
チ
ド
リ
ー
ム
社
」

は
、
そ
の
後
、
東
京
証
券
取
引
所
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
を
果
た
し
た
。
同
社
の

PD
PS

技
術
（R

aPID

技
術
の
商
品
名
）
は
一
〇
社
を
超
え
る
国
内
外
の
製
薬

企
業
に
サ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
さ
れ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
経
済
産
業
界
へ
の
波
及

効
果
は
極
め
て
大
き
い
。

以
上
の
菅
氏
の
研
究
業
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
、
日
本
学
士
院
賞
授
賞
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
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